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花き研究所一般公開訪問者を対象とした花きに関する意向調査

多田　充
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１．目　的

　潤いや安らぎといった精神的な豊かさが求められるな

かで，花きの個人消費は増加を続けてきた．小売店にお

ける切り花や鉢物の消費においても，冠婚葬祭等の業務

用の比率が低下し，個人消費の割合が増加している（農

林水産省生産局　２００４）．

　さらに個人の花き利用をめぐっては，購入して自宅で

飾るだけではなく，街中や自然の花を楽しむことや，花

を見ることが目的の観光旅行（フラワーツーリズム）が

クローズアップされている．また，花きも農作物の一部

である以上，遺伝子組換えをはじめとするバイオテクノ

ロジーの利用とその社会的受容と無関係ではない．

　上述のような状況から，花きに対する一般消費者の要

求を把握することが需要拡大のためには重要であると考

えられる．

　そこで本調査では上述したような視点から，一般個人

の花きに対する意向を把握することを目的とした．

２．方　法

　調査は一般個人の相当数の回答が見込めること，配

布・回収の容易さや迅速性，費用効果等を検討し，２００５

年の科学技術週間中の４月２０日（水）に行われた果樹・

花き研究所合同一般公開の来場者を対象に行った．来場

受付にて，来場者にパンフレットや案内図等の資料類と

共に，�４サイズ１枚，両面印刷のアンケート用紙を配

布した．場内２カ所にアンケートコーナーを配置し，記

入スペースと回収箱を設置，アンケートを回収した．

　アンケートは回答者の属性を調査するもの３問と花き

に対する意識，意向に関する調査８問，研究ボランティ

アの資料送付希望者用の連絡先記入欄１個を配置した．

また，質問に対する回答には選択式を用いた（第１資

料）．

３．結果および考察

１）アンケート配布および回収数

　アンケートは１９７２通配布し，回収されたものは９６６通

あった．うち有効な回答があったものは９１２通であり，

有効回答率は４６％であった．回答の集計結果は第２資

料として示した．

２）回答者の属性

　回答者の属性は性別（２種類：男，女），年齢（６段

階：～１９歳，２０歳代，３０歳代，４０歳代，５０歳代，６０

歳～），職業（７種類：主婦，会社員・公務員，学生・生

徒，技術者・研究者，農業，退職者，その他：退職者は

前職も回答）の３項目を調査した．

　性別では女性が６０２通で６６％，男性が２９３通で３２％，

性別不明なものが１７通で２％であった（第１図）．

　年齢構成は男性では６０歳以上が５０％を占めていた．

女性は５０歳代，６０歳以上がそれぞれ３１％を占め，高齢

層が過半数を占めていた．参考までに来場者の多数を占

めていると考えられる研究所所在地であるつくば市の年

齢別人口割合と同時に示すと第２図のようになってお

り，かなり高齢層に偏っていることがわかる．

　職業構成は女性では主婦が６４％を占め，男性では会社

員・公務員が３５％で最も多くなっていた（第３図）．

　本調査の結果を見る際は，より女性が多く，高齢層が

多いという回答者の特徴に注意を払う必要がある．
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第２図　回答者の年齢構成

第１図　回答者の性別構成



３）園芸に対する関心

　園芸に対する関心を「�１．あなたは花や園芸に関心

がありますか？（５段階：非常にある，まあまあある，

どちらともいえない，あまりない，まったくない）」と尋

ねた．園芸への関心は，非常にあるが４０％，まあまああ

るが５０％で，何らかの関心を示す回答者が９０％と圧倒的

に多数を占めた（第４図）．野村総合研究所（２００１）の調

査によると，園芸，庭いじりを趣味とする日本人は２５％

とされることから，回答者は一般よりも園芸に対して高

い関心を持っていることが推測される．このことは一般

公開を行う多くの試験研究機関の中から訪問先として花

き研究所を選んだことからも伺える．

　さらに園芸に対する関心を職業別に見ると，学生・生

徒や技術者・研究者で低く，農業や主婦では高くなって

いる（第５図）．また年齢別では，年齢を重ねるほど高く

なっている（第６図）．

４）花きの所有率

　自宅における花きの所有率を「�２．あなたのご自宅

にはどのような花がありますか？」と尋ねた．選択肢に

は①切り花（生），②プリザーブドフラワー（ドライフラ

ワー），③鉢植えの花（室内用），④プランターや庭に地

植えしている花（屋外用），⑤押し花，⑥いけばなの６種

類を挙げ，複数回答を得た（第７図）．所有している花は

屋外地植え（７３％）が最も多く，次いで室内用鉢植え

（６８％）であった．切り花は４４％であった．総務省統計

局（２００４）の家計調査によると切り花の年間購入世帯割

合は４０％程度なので，おおむね合致しているように考え

られる．また，回答者のうち５％はいずれも所有してい

なかった．全品目で所有率は女性は男性よりも高くなっ

ていたが，特に切り花ではその差が大きく，女性は男性

の約２倍であった．男性がいる家庭では切り花の所有率

が実際に低いのか，それとも切り花があっても存在が認

識されていないのかは不明である．

　また，自宅で所有する品目数は平均２．３品目で，女性の
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第３図　回答者の職業構成

第６図　園芸に対する関心（年齢別）第５図　園芸に対する関心（職業別）

第４図　園芸に対する関心（性別）



２．５品目に対して男性は１．８品目と少なかった（第８図）．

　さらに，所有品目数と園芸に対する関心の強さの関係

は，関心が強いほど所有品目数が高くなっていた（第９

図）．図には示さなかったが，各品目の所有率も園芸に

対する関心が強くなるほど，年齢が高くなるほど高く

なっていた．

５）花きの購入頻度

　花きの購入頻度を「�３．あなたは年間どれくらい花

（切り花や苗）を買いますか？」と尋ねた．回答は①月１

回かそれ以上，②２～３ヶ月に１回程度，③年間１～２

回，④ここ数年買っていないの４段階で得た。全回答者

の４２％が月１回かそれ以上と回答しており，雑誌プレゼ

ント応募者を対象に調査した花きの消費拡大検討委員会

調査（およそ月１回：約２５％）よりもやや高頻度となっ

ている．また女性は男性よりも購入頻度が高い（第１０

図）．２～３ヶ月に１回程度（３１％）を含めると，定期的

に花きを購入している層は７３％となっている．

　一方で，ここ数年買っていないと回答した者は７％あ

り，学生・生徒，会社員・公務員，技術者・研究者では

他の職業に比べて購入頻度が低くなっている（第１１図）．

　また，園芸に対する関心が強いほど，年齢が高くなる

ほど花きの購入頻度は高くなっていた（第１２図）．
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第７図　自宅における花きの所有率（性別）

第１１図　花きの購入頻度（職業別）

第１０図　花きの購入頻度（性別）

第８図　自宅における花きの所有品目数（性別）

第９図　自宅における花きの所有品目数の関係
（園芸に対する関心別）　　　



６）花きの品質と価格のバランス

　花きの品質と価格のバランスの取り方を「�４．花の

価格と品質のバランスのとりかたについて，どの意見に

賛成しますか？」と尋ねた．①品質が低下しても価格を

大きく下げる（品質－，価格－－），②現在の品質でなる

べく安くする（品質±，価格－），③現在の価格でなるべ

く品質を良くする（品質＋，価格±），④価格が上がって

も品質を大きく高める（品質＋，価格＋＋）の４選択肢

から一つを回答してもらったところ，現在の品質でなる

べく安くする（４７％）と現在の価格でなるべく品質を良

くする（４５％）がほぼ同数で多数意見となった（第１３図）．

　この結果からは消費者は品質低下をもたらすような価

格低下や，価格の上昇を伴うような品質の向上を強くは

求めていないことが分かる．今西ら（１９９２）は小売店来

訪者の意識調査を行い，消費者は現在花店店頭にある高

品質で高価な花にはそれだけの価値があると見なしてお

り，現在の花の値段に対する強い反発はない，と述べて

おり，それと同じような結果といえる．

　より詳細をみると，購入頻度による差はあまりないが

（第１４図），年齢では～１９歳を除くと，若年層ほど価格

を重視し，高齢層になるほど品質を重視する傾向があり

（第１５図），また園芸に対する関心では，関心が高い層ほ

ど品質を重視し，関心が低い層ほど価格を重視する傾向

が伺える（第１６図）．このように消費者の多様性に応じ
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第１２図　花きの購入頻度（園芸に対する関心別）

第１４図　花きの品質と価格のバランス（購入頻度別）

第１５図　花きの品質と価格のバランス（年齢別）

第１３図　花きの品質と価格のバランス（性別）

第１６図　花きの品質と価格のバランス
　 （園芸に対する関心別）



た，多様な品質・価格の花きが受け入れられる可能性が

あると考えられる．

７）バイテク・遺伝子組換え製品への態度

　遺伝子組換え技術の社会的受容に関する調査は多数行

われているが，その多くが食品への適用の是非や，組換

え技術自体の評価を対象にしており，非食品農産物であ

る花きへの適用について調査した事例は少ない．そこで

本調査では，�５．として①医薬品，②工業用原料，③非

食用農産物，④組換え遺伝子除去食品，⑤組換え遺伝子

貯留食品の５つの製品分野をとりあげ，受容度を○：自

分自身で使用してよい（製造○・使用○），△：製造して

もよいが自分は使用したくない（製造○・使用×），×：

製造するべきではない（製造×・使用×）の３段階で回

答してもらった．

　この項目については，有効回答率が５５％にとどまり，

他の質問の有効回答率９８％～７６％に比べて低くなって

いる．製品分野に製品名を例示したり，説明をつけ加え

た質問を提示したことが，逆に回答者には分かりにく

く，混乱した可能性がある．また，質問の複雑さと同時

に用語によって誤解を生じた可能性もあるため，結果の

判断は慎重に検討する必要がある．

　５つの製品分野毎に得られた回答を第１７図に示す．

医薬品，工業用原料，非食用農産物では，自分自身で使

用してもよいとする者が過半数になっているが，食品２

分野では５０％以下になっている．組換え遺伝子除去食

品と貯留食品の差は質問方法による影響の可能性（両分

野とも安全基準を満たした製品を対象としているが，組

換え遺伝子貯留食品のみに安全基準に関する記述があ

る）を排除できないため考察できないが，食品に対する

受容度が他の分野に比べて低くなっていることは読み取

れる．

　東京都生活文化局（２０００）調査によると，価格に関係

なく遺伝子組換え食品でないものを買うという人が

３５％，多少高くとも遺伝子組換え食品でないものを買う

という人が３０％となっていて，遺伝子組換え食品に対し

て購買意欲が低い人は６５％以上と考えられる．（社）農

林水産先端技術産業振興センター（２００３）の調査では，

遺伝子組換え食品を買わないという人が４４％になって

いる．本調査では遺伝子組換え食品を自分では使用した

くないとする人はおおむね６０％と推測される．この３

調査からは遺伝子組換え食品の購入に消極的な層は４割

から７割程度あった．

　一方，非食用農産物は食品に比べて受容度が高く，本

調査では製造すべきではないという積極的な不受容層は

食品の３９％に比べて１９％と約半数になっている．（社）

農林水産先端技術産業振興センター（２００５）の調査でも，

環境修復などに役立つ遺伝子組換え農作物にやや反対・

反対は計２０％，砂漠化を防ぐ遺伝子組換え農作物にやや

反対・反対は計１５％となっていて，遺伝子組換え非食用

農作物は食用農作物よりも社会的に受け入れられやすい

と考えられる．

８）珍しい花に対する購買行動

　珍しい花に対する購買行動を「�６．ア　珍しい花き

が売っていたら買ってしまう方（３段階：そう思う，ど

ちらともいえない，思わない）」か，尋ねた．そう思う回答

者は４４％おり，女性の方が高い割合を示した（第１８図）．

　園芸に対する関心の高さと珍しい花に対する購買行動

の関係は第１９図のようになり，関心の高い層ほど購買行

動に結びつきやすくなっていた．また図には示さなかっ

たが，購入頻度別にみると高頻度購入層ほどそう思う割

７０ 花き研究所研究報告　第５号

第１８図　珍しい花に対する購買行動・意欲（性別）第１７図　バイテク・遺伝子組換え製品への態度



合が高くなっていた．

　希少性・新規性の高い珍しい花きは高関心，高頻度購

入層に対しては購買活動に結びつきうるが，あまり関心

の高くない層に対しては購買意欲を高める効果は望みに

くいと考えられる．

９）花の所有について

　花の所有と観賞の関係について「�６．イ　花は自宅

に所有しなくても，公園や自然のなかで見られればよい

（３段階：そう思う，どちらともいえない，思わない）」

か，尋ねた．回答者の５１％がそう思わないと回答し，自

宅に所有することに意義を見いだしていた．ただし，性

別にみると男性の方がそう思わない割合が低く，女性よ

りも所有にこだわりがないようである（第２０図）．

　一方，園芸に対する関心が低くなると，そう思わない

割合が高くなる傾向が見られた（第２１図）．園芸への関

心があまりない層では花は自宅に所有しなくても，公園

や自然のなかで見られればよいとする者が５６％と過半

数を超えていた．

１０）園芸は高齢者の老化防止に役立つか

　園芸は高齢者の老化防止に役立つかについて「�６．

ウ　老後の園芸はぼけ（認知症）や老化を防止する（３

段階：そう思う，どちらともいえない，思わない）」か，尋

ねた．回答者の８４％がそう思うと回答し，多くの人が園

芸活動が高齢者の健康増進に有効であるという認識を

持っていた（第２２図）．

　特に園芸に対する関心の高い層では園芸は高齢者の老

化防止に役立つと認識されていた（第２３図）．

１１）花を見る旅行（フラワーツーリズム）の経験

　花を観賞するための旅行や花を用いた観光地の整備は
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第１９図　珍しい花に対する購買行動・意欲
（園芸に対する関心別）

第２１図　花は自宅に所有しなくても，公園や自然のなかで見
られればよいか（園芸に対する関心別）

第２０図　花は自宅に所有しなくても，公園や自然のなかで見
られればよいか（性別）

第２２図　園芸は高齢者の老化防止に役立つか（性別）



古くから行われてきたが，近年，旅行形態の多様化に

伴って，花を見る観光すなわちフラワーツーリズムが再

注目されている．そこで「�７．あなたは「花」を見る

ことを目的に旅行（フラワーツーリズム）をしたことが

ありますか？」と尋ねた．回答は①ある，②ないが今後

してみたい，③ないし，予定もないが，旅先に花があれ

ばよいと思う，④ないし，関心もないの４つの選択肢か

ら１つを選んでもらった．

　全回答者の５７％がフラワーツーリズムの経験があり，

今後してみたいという回答も合わせると８１％が花を見

る旅行に関心を持ち，全く関心のない層はわずか３％で

あった（第２４図）．（社）日本観光協会（２００５）によると，

行ってみたい新しい旅行のタイプとしてフラワーツーリ

ズムをあげた人が５２％おり，今後さらにフラワーツーリ

ズムは一般化するものと期待される．

　年齢別にみると，高齢層ほどフラワーツーリズムの経

験，関心が高くなっており，高齢人口の増加に伴って，

今後，観光資源としての花に対する需要がさらに増加す

ることが期待される（第２５図）．

１２）花きのアメニティ研究への関心

　花き研究所では花の心理的効用，アメニティ効果に関

する研究を行っているが，そのような研究に対する関心

を�８．で尋ねた．その結果，９２％が関心があると回答

しており，一般来場者の関心が高いテーマであることが

示された．花き産業界にも花きの機能性として心理的効

果や健康増進効果への関心があり，今後，研究が必要な

分野であると考えられる（第２６図）．
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第２３図　園芸は高齢者の老化防止に役立つか（園芸に対する
関心別）

第２６図　花きのアメニティ研究への関心（性別）

第２５図　フラワーツーリズムの経験（年齢別）

第２４図　フラワーツーリズムの経験（性別）
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摘　要

　２００５年度花き研究所一般公開来場者に対して，花きに

対する意向をアンケート調査した．アンケートの有効回

答数は９１２通（有効回答率４６％）であった．回答者の性

別は男性３２％，女性６６％であった．年齢構成は高齢層が

多く，５０歳代以上の回答者が６２％を占めた．職業構成は

女性は主婦（６４％）が最も多く，男性では会社員・公務

員（３５％）であった．

　園芸に対して関心を示す者は９０％あり，関心の高い回

答者が多かった．また，女性，高齢層ほどより高い関心

を示した．園芸に対して関心が高いほど，所有する花き

の品目数が多く，購入頻度も高く，珍しい花きの購入に

意欲的であった．関心の低い層では花は自宅に所有しな

くても，公園や自然のなかで見られればよいと思う割合

が高かった．

　花きの品質と価格のバランスのとりかたは，現在の品

質でなるべく安く，現在の価格でなるべく品質を良くす

ることを望み，大きな品質低下や価格上昇を望んでいな

かった．ただし２０～３０歳代・園芸への関心の低い層で

はより価格を重視し，高齢層・高関心層になるほど品質

を重視していた．

　遺伝子組換え技術に対しては，非食用農産物への適用

は社会的受容度が相対的に高く，積極的な不受容層は食

品の３９％に比べて１９％と約半数であった．

　フラワーツーリズムには全体の８１％が関心を持ち，特

に高齢層ほど関心が高いことから，今後，観光資源とし

ての花に対する需要がさらに増加することが期待され

る．

　花きの機能性については，アメニティ効果に関する研

究に９２％が関心を持っており，また，回答者の８４％は園

芸活動が高齢者の健康増進に有効であると認識してい

た．
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第１資料　アンケート用紙
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第２資料　アンケート回答一覧（1）
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第２資料　アンケート回答一覧（２）


